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３年生 堂々と立志の誓い
1９日（金）に本校体育館で平成

２９年度立志式を行いました。平日に
もかかわらず来校いただいた多くの保
護者に見守られる中、３年生一人一人
が自分で心を込めて書いた漢字一文字
の色紙を持ちながらステージ上で「立
志の決意」を述べました。
どの生徒も、これまでの自分の成長

に対して感謝や誇りをもつとともに、
次代を担う若者として自己の将来や生
き方についての目標を堂々と発表し、多くの保護者や職員も感動させられる思いでした。
後半の全員による「立志の誓い」や合唱の一生懸命な姿もとてもすばらしものでした。

３年生にとっては、事前の準備や練習も含めて、最上級生としての自覚と決意を新たにす
るとても有意義な機会となりました。

自転車盗難防止モデル校に指定
５月１２日（金）に「自転車盗難防止モデル校」の指定証交付

式を行いました。これは生徒の防犯意識を高めるために、高鍋警
察署が指定するものです。当日は、小森巡査から「自転車を短時
間とめる時も小まめに二重ロックを心掛けてほしい」とお話しが
ありました。また、後藤生活安全課長から、全校生活委員長の
大塚 菜生 さん（３年生）に指定証が手渡され、大塚さんが「盗難防止に全校を挙げて取
り組みます。」と誓いの言葉を述べました。
高鍋西中の自転車通学生は８２名です。交通ルールをしっかり守って安全な登下校をす

るとともに、自転車通以外の生徒も大切な自転車が盗難にあうことのないように自分自身
で大切に管理しましょう。

自助、共助のできる中学生に 保育園と合同避難訓練
じ じ よ きよう じ よ

５月1５日（月）の午後２時２０分に大地震と
それに伴う津波が発生したとの想定で、近くの「な
でしこ保育園」と合同で避難訓練を実施しました。
昨年４月半ばに熊本地震が発生してまだ１年で

すが、地震や津波等による被害を自分たちのこと
として考え、生徒も職員も一人一人が緊張感をも
って訓練に臨みました。地震発生の放送で机の下
に避難した後に、全員が南校舎の屋上に向けて移
動しました。また、緊急避難階段前から保育園の
園児たちと合流して手をつなぎながらきびきびと
落ち着いて上がり、約８分で全員が避難を無事完

了しました。
震度７の巨大地震が発生した場合には、高鍋町の海岸にも最短２０分で最大１１ｍの高

さの津波が想定されています。本校の屋上は海抜１４ｍの高さがあり、緊急時には６００
名の避難所に指定されています。５月２８日（日）には、高鍋町内の各地区でも避難訓練
が予定されています。
いつでもどこでも、自分の命を守るためにどう行動するか（自助）、中学生として地域の

ためにどんな行動ができるのか（共助）など、普段から学校や家庭で話し合い、より適切
な行動ができるようにしていきましょう。
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